
 

 

令和４年５月２８日  

 

八戸工業高等専門学校同窓会（北辰会）  

令和４年度  理事会・評議会  
 

◎開催日時：令和４年５月２８日（土）14:00～ 

◎開催場所：一般財団法人 ＶＩＳＩＴはちのへ（ユートリー） 

                            ５階会議室 

◎出 席 者：評議員 出席者１４、委任状２３ 計 37 名／53 名 

事務局５名            合計４２名 

 

次   第 

 

１．会長挨拶 

２．出席者確認，委任状確認 

３．議案 

(1)  令和３年度事業報告，同会計報告 ------------- p. 1 

(2) 令和４年度会計経過報告 -------------------- p. 6 

 (3) 第 26 回総会について --------------------------- p. 8 

(4) 名簿データベースのシステム更新状況について ---- p. 9 

(5) 同窓会役員改選について -------------------- p.11 

(6)  その他 ----------------------------------------- p.13 

 

資料 1：同窓会会則 --------------------------------- p.15 

資料 2：参加者一覧 --------------------------------- p.19 
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議案(1) 令和３年度事業報告，同会計報告 

 

令和３年度 事業報告            総務担当 釜谷 

年度 月 項              目 

令 

和 

３ 

年 

度 

4/1 

9/18 

10月 

12/11 

3/18 

事務局打ち合わせ会議開催（八戸） 

会報第 47号 WEB発行 

住所調査実施 

理事会・評議会（八戸） 

新入会員（第 55期生）に入会資料配布（卒業式） 
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令和３年度 予算及び会計報告 (R４年 3 月 31 日現在） 会計担当 山本 

  
費  目 

令和３年度 

  予 算 備    考 決 算 備    考 

収

入

の

部 

1 0 年 会 費 1,540,000 @10,000×154 名 1,560,000 *1 参照 

終 身 会 費 1,000,000   1,905,000 *2 参照 

10年会費積立金か

ら の 繰 出 金 
1,601,300   1,614,300  

基本財産からの特

別 繰 り 出 し 金 
3,000,000  3,000,000 

名簿データベースシステム

開発費 

利 息 10,000   466 

東北銀行：定期利息 339

円、決算利息 45 円、青森

銀行定期利息 82 円 

そ の 他 の 収 入 200,000 名簿販売、寄付 51,500 
名簿売却代 11 件、記念事

業寄付 5 件 

繰 越 金 0   193,680 R2 年度繰越金 

合 計 7,351,300   8,324,946  

支

出

の

部 

事 務 費 200,000 総会 173,516 

振込手数料、貸金庫使用

料、香典。総会は R4 年度

に開催予定 

事 務 局 運 営 費 100,000  96,000  

名 簿 作 成 費 3,000,000 
名簿データベースシステ

ム開発費 
3,300,770 

名簿データベース新システ

ム開発費 

通 信 費 600,000 住所調査等 590,387 
住所調査葉書印刷費、発

送費 

郵便振替払出金 20,000   0  

卒業祝賀会祝金 50,000   0  

旅 費   94,000 *1 参照 47,000 *3 

事務局補佐員手当 120,000 同窓会名簿 DB 管理 170,000 *4 

学生活動支援費 500,000 
ロボコン・プロコン支援、

大会補助 
200,000 ロボコン・プロコン支援 

基本財産繰入金 1,000,000   1,905,000 *5 

10 年会費積立金 1,117,300   1,345,131  

支部活動補助金 200,000  100,660 
関東支部（東北支部は辞

退） 

クラス会活動補助金 50,000   0  

H P 運 営 費 100,000  44,000 ﾊｲﾈｯﾄ更新料 

予    備    費 200,000   0  

繰 越 金 0   177,422  

会費二重支払い返金 0   175,060 *6 

合 計 7,351,300   8,324,946  

*1 
令和元年度以前の会員(17 件: 170,000 円) 

令和 2 度卒業生(139 名：1,390,000円、令和 2 年度卒業生は令和 3 年度新入会員） 

*2 
令和元年度以前の会員（111 件：1,785,000円） 

令和 2 年度卒業生（4 名：120,000 円） 
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*3 旅費内訳  八戸 ⇔ 東京@47,000 円×１回   

*4 
事務局補佐員 業務委託費（通常業務：120,000 円、会費二重支払い名簿対応業務：50,000

円）（工藤氏） 

*5 終身会員（115 名：1,905,000 円） 

*6 会費二重支払い会員への返金（13件：175,060 円） 
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貸借対照表（令和 4年 3月 31日現在）, 山本 

科 目 金 額 科 目 金 額  

現金 385,091 基本財産     *3 5,855,000   

普通預金 2,585,971 10年会費積立金 *4 5,841,794   

定期預金   *1 8,817,011 繰越金      177,422   

郵便局振込金 *2 86,143       

合 計 11,874,216 合  計 11,874,216   

     

  *1：定期預金は２口（4,000,000 円と 4,817,011 円）に分割してある。  

    *2：R2 年度の郵便局振込金（未移動）  

  *3：6,950,000 円（R2 まで）＋1,905,000 円(R2 終身会費)-3,000,000 円（R3 特別操出金）  

    *4：6,110,963 円（R2）＋ 1,345,131 円（R3 10 年会費積立）－1,614,300 円（R2 10 会費操出金）  

  

  

 

備  品  目  録    会計担当 山本 

品  名 金   額 購入（廃棄）年月日 

キャビネット 123,000  H1.6.27 

会員情報管理パソコン一式 

会員情報管理パソコン一式 

141,000 

124,502 
 

H18.10.30（廃棄） 

H28. 8.28 

ＨＰ管理用パソコン 90,300  H29.10.29（新規） 

合     計 337,802   

    

    

寄  付  目  録    会計担当 山本 

名  称 金   額 寄付年月日 

各種大会への学生派遣費 250,000  H2.8.17 

高等専門学校体育大会等参加費 100,000  H3.9.19 

創立 40周年記念碑 833,600  H15.10.8 

小説「あなたへ」37冊 50,000  H17.4.26 

応援グッズ 292,950  H17.12.1 

国際交流用記念品（八幡駒 50 Set） 135,975  H19.3.23 

副旗 252,000 
 

 

H20.9.13 

高等専門学校体育大会等参加費 300,000 H21.8.5 

はちのへ科学技術研究会への寄付 2,000,000 R1.10.11 
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議案(2) 令和４年度予算（12 月評議会で承認済）および会計経過報告 

（R4年 5月 16日現在） 会計担当 山本 

  
費  目 

令和４年度 

  予 算 備    考 経 過 備    考 

収

入

の

部 

1 0 年 会 費 1,540,000 @10,000×154 名 1,420,000 @10,000×142 名 

終 身 会 費 1,000,000   180,000 @30,000×6 名  

10年会費積立金か

ら の 繰 出 金 
1,540,100   1,345,131   

基本財産からの特

別 繰 り 出 し 金 
2,200,000 

名簿データベース新シス

テム開発費 
0 

名簿データベース新システ

ム開発費 

利 息 10,000   68 東北銀行：定期利息 68 円  

そ の 他 の 収 入 200,000 名簿販売、寄付等 0 名簿販売、寄付等 

繰 越 金 0   177,422   

合 計 6,490,100   3,122,621   

支

出

の

部 

事 務 費 400,000 R04 年度総会開催 0 R04 年度総会開催 

事 務 局 運 営 費 100,000 事務局会合等 0 事務局会合等 

名簿作成費 合計 2,600,000  0  

１）名簿 DB 改修費 2,200,000 議案(4)，4）より 0 

名簿データベース新システ

ム開発費（年間メンテナンス

費 10 万円含む） 

2）CD 改訂、製作費 400,000 
ＣD 改訂費、複製費 800

枚、郵送費等 
0 

ＣD 改訂費、複製費 800

枚、郵送費等 

通 信 費 600,000 住所調査等 84 住所調査等 

郵便振替払出金 20,000   0   

卒業祝賀会祝金 50,000   0   

旅 費   94,000 *1 参照 47,000 *1 参照 

事務局補佐員手当 120,000 同窓会名簿 DB 管理 120,000 同窓会名簿 DB 管理 

学生活動支援費 500,000 
ロボコン・プロコン支援、

大会補助 
0  

基本財産繰入金 1,000,000  180,000 *2 参照 

10 年会費積立金 456,100  0  

支部活動補助金 200,000 東京支部、東北支部 201,100 東京支部、東北支部 

クラス会活動補助金 50,000   0   

H P 運 営 費 100,000  51,150 ハイネット使用料 

予    備    費 200,000   0   

繰 越 金 0   0   

合 計 6,490,100   599,334   

*１ 旅費内訳  八戸 ⇔ 東京@47,000 円×2 回 

*2 令和３年度卒業生（6 名：180,000 円） 
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参考：令和４年度事業計画（12 月評議会で承認済） 

 

令和４年度事業計画 

年度 月 項              目 

令 

和 

４ 

年 

度 

 4月 

 4月 

 5月 28日 

 6月 

9月 

9月 

11月 

 3月 

事務局打ち合わせ会議開催（八戸） 

正副会長、事務局打ち合わせ会議開催（メールでの打合せ） 

理事会・評議会開催 懇親会（八戸） 

住所調査実施と総会案内 

会報第 48号 WEB発行 

理事会・評議会 総会 懇親会（八戸） 

理事会、学校関係者との懇談会（八戸） 

新入会員（第 56期生）入会式実施（卒業式） 
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議案(3) 第 26 回総会について                  

舘山会長 
 

コロナ感染の地方への広がり等の懸念から、令和２年５月の理事会・評議会にて当該年度に開催

予定であった第２６回総会については、令和４年９月を目途に八戸にて実施することとなった。 

下記に、令和２年５月の理事会・評議会での決定事項を記載する。 

 

＜決定事項＞ 

次回総会  開催時期：  令和 4（2022）年 9月 

         開催場所：  八戸 

   事由： ①2 年ごとに実施予定の総会であるが、今年度開催予定の総会は、今回の評議会を

もって代替えとしたため、次回は、今年から 2年後の 2022年開催とする。 

       ②次々回からは、支部、本部交互開催とし、支部（東京？）、本部（八戸）、支部（八

戸？）、本部（八戸）の順で開催する。 

 

 コロナ禍が終息しない状況下における本件開催の可否（再延期？）、開催方式（対面 or Web）、日程、

議案、実行委員会の編成の可否等について、広く意見を頂きたい。 

 

------------------------------------------------------------------------------------------- 

 

＜参考：開催イメージ（予算 40万円）＞ 

 

     開催日 ：9月 17日（土） もしくは 9月 23日（金）秋分の日 

     開催時間：14:00～総会 15:20～記念講演 17:00～懇親会 

開催場所：八戸プラザホテル 

総会次第：14：00～15:00（60分） 

１．会長挨拶 

２．議長選出，書記選出 

３．出席者状況，委任状確認 

４．議案 

(1)令和 3～4年度事業報告 

(2)令和 3年度決算報告、令和 4年度会計経過報告 

 (3)名簿ＤＢシステム改修報告 

 (4)役員改選 

(5)その他(表彰？、次回総会、その他) 

     講演会 ：15:20～16:40（80分） 

        講演１：校長（40分：紹介、質疑込み） 

        講演２：会員（40分：紹介、質疑込み） 

     懇親会 ：17:00～19:00（120分） 3000円会費？ 

       ・参加人数は 40～50名程度（役員、事務局込み）を想定 

       ・懇親会は立食（5000円/人）、参加者から会費 2000円程度徴収 

     

   ＜実行委員会の編成？＞ 

 

       ・メンバー：委員長（副会長 1名）、事務局、評議員（2～3名） 

       ・タスク ：参加者集め、講演会の企画、会場の手配、当日の進行---等々 
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議案(4) 名簿データベースのシステム更新状況について     

瀧本副会長 
 

１）名簿データベースに関して、(株)サンライズ・エー・イー（以下、SAE と記述）にてシステ

ム開発を進めており、新システムである会員 DB 管理システムの構築について、現行の八戸高

専同窓会 HPが構築されているハイネットに同居させることができないため、クラウドサービ

スの AWS に構築・運用することにした。また、八戸高専同窓会 HPから会員 DB 管理システムへ

のリンク追加費用 8,800 円（税込）については、既に舘山会長の了承済みである。 

  AWSの利用にあたっては、Web アプリが動作する環境の仮想サーバ利用分は 12 ヶ月間無料で

あるが、ドメイン登録料（月額 0.5$）のみ月々請求対象であることが新たに判明した。 

  AWSを利用するためにはクレジットカード登録が必須であり、瀧本個人のクレジットカード

を登録しているため、月々の請求額については、年度末（2023 年 3 月）に同窓会に請求させて

いただきたい。 

  AWSの無料利用期間終了後については、AWS 運用代行サービスを行っている NHNテコラス

(株)に移行手続きを行い、NHN テコラスより同窓会事務局に月々の利用料が請求される形での

運用にて考えている。 

 

２）3 月 23日版のサービス仕様による会員 DB 管理システムを同窓会事務局/役員及び大久保様を

対象に公開し、3 月 25 日よりフィールドテスト（以下、FTと記述）を開始した。 

2022 年 4 月末までの FT 実施による問い合わせについては、別紙八戸高専同窓会 会員 DB管

理システム FT（要望・改善）に記載の通りであり、主な内訳は下記の通りである。 

① 仕様確認      6 件 

② 文言更新     30 件 

③ 改善（バグ含む） 17 件 

④ 機能追加      5 件（No20、33、46、47、54） 

⑤ 仕様変更      4 件（No2、9、26、27） 

 

上記の内、改善、機能追加、仕様変更における確認事項について、本会議の場で確認させて

いただきたい。 

 

＜改善＞ 

No28 に関して、AccessDB ではどのタイミングで年次処理を行っているのか教えていただき

たい。 

 

＜機能追加＞ 

No28（他も同様）に関して、会員情報更新及び支払い状況更新時のジャーナルファイルの

取得、会員情報ダウンロード/アップロードにおける会員更新情報の復旧方法の変更であり、

処理方法について検討中である。 

 

＜仕様変更＞ 

 

No2に関して、同窓会員ログイン時、会員 ID（卒業時のクラス内順番）が分からずログン

できないという件で、会員 DB 管理システムの本格運用の際に、会員 ID を郵送する形の運用

にて考えているが、皆さんの意見を伺いたい。 
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No9,27に関して、パスワード再発行手順において、現行の郵送による通知方法は事務局側

の手間がかかるという懸念があり、別な手段として運用したいという要望がある。そこで、

大久保様より下記変更案の提示があったため、皆さんの意見を伺いたい。 

手順１）パスコード認証で正しいパスコードを入力した場合、該当会員 DB内のメールアドレ

スが空白の場合は、「後日、パスワードを登録された住所へ郵送します。」と表示

し、会員 ID・氏名・メールアドレスを事務局へメール(info@hachinohe-ct-dsk.jp)で

伝える。 

 

手順２）該当会員 DB 内のメールアドレスが空白でない場合は、「パスワードを会員 DB に登

録されているメールアドレスへ送信しました。」と表示し、該当会員 DB 内のメールア

ドレスへパスワードを送信する。この場合、事務局には連絡しない。 

 

３）今後の予定として、FTにて発生した改善・仕様変更要望の対応、現行運用での改善要望、同

窓会事務局からの要望事項の対応を予定している。現在要望のある下記項目以外にも要望事項

がないか確認していただきたい。 

① 支払い情報の会員 DBシステムへの自動更新対応 

② 宛名ラベルの印刷機能 

 

４）前回決議頂いた概算予算 160 万円（システム改修費 150万円、年間保守契約 10 万円）（税

抜）に加えて、前項に記載した FT における仕様変更要望の対応、同窓会事務局からの要望事

項の対応費用、税を加えて、令和 4年度の概算予算として、合計 220万円（税込）を見直し計

上したいので審議いただきたい。 

 

  



11 

 

議案(5) 同窓会役員改選について                  

総務担当 釜谷 

＜任期 令和３年４月～令和５年３月＞ 

＊ 会 長  Z 6 舘山  勝         

＊ 副会長  M 5 橋場  寛  E18 瀧本 一男      

   C27 榎本    潮  Z 7 円子 徳通      

＊ 理 事  M 9 山本  喜之  M14 能登  金文  M19 最上 裕治   

   E 4 坂上  福松  E10 大久保博祥  E22 荒沢  義博   

   C12 沼舘 秀廣  C18 兎内  辰夫  C23 大坂 弘二   

   Z 5 澤田美智明  Z 7 大久保光芳  Z14 北山 一衛   

＊ 会 計  C33 山本  歩         

＊ 監 査  C27 白坂 珠美  E34 佐々木俊之      

＊ 支部長 東北 Ｚ6 大木 英人 関東 E 8 戸田  和孝 関西  未定   

＊ 評議員 M 5 橋場  寛  5 船木  貢二  9 村田 明彦 9 山本 喜之 

   10 赤垣  友治  14 能登  金文  19 最上  裕治 21 平尾 信之 

   22 黒沢  忠輝  28 川﨑  孝悟  29 村井  博 32 小野耕太郎 

   35 宮川    卓         

  E 4 坂上  福松  5 細越 淳一  8 戸田  和孝 8 吉田 勝晴 

   10 大久保博祥  12 松橋 信明  13 淡路 浩志 18 瀧本 一男 

   22 荒沢  義博  28 石渡 康司  32 売井坂常幸 37 馬場  拓美 

   41 高杉 智久         

  C 5 

4 

大久保 惠  15 犹守 光義  16 米塚 弘敏 18 兎内  辰夫 

   23 大坂 弘二  24 林崎 公彦  27 榎本    潮 33 山本  歩 

   34 赤澤 敏樹  42 坂本 翔太  43 髙谷 麻美 43 畑中ひとみ 

   49 奥村奈央子         

  Z 5 有馬  正史  5 澤田美智明  6 大木 英人 6 舘山  勝 

   7 大久保光芳  7 円子 徳通  11 葛西  太生 13 北城  祐司 

   14 北山 一衛  19 大川    需  20 荒谷  裕志 28 吉田  智成 

   31 高杉 奨  31 山道  泰隆      

＊ 相談役  M 1 加々美民人  M 4 高谷  勝義  M12 山本  修   

＊ 顧 問  各 コース 長         

＊ 事務局 （◎は事務局長、○は R3.4～R5.3 担当） 

 M 22 黒沢  忠輝 (0178-27-7272) kuro-m@hachinohe-ct.ac.jp 

  28 赤坂    徹 (0178-27-7274) aka-m@hachinohe-ct.ac.jp 

〇  34 小笠原英俊 (0178-27-7318) hide-m@hachinohe-ct.ac.jp 

〇  41 田口 恭輔 (0178-27-7296) ktaguchi-m@hachinohe-ct.ac.jp 

〇 E 19 釜谷  博行 (0178-27-7283) kamaya-e@hachinohe-ct.ac.jp 

〇 C 17 菊地  康昭 (0178-27-7241) kikumal-c@hachinohe-ct.ac.jp 

  18 長谷川  章 (0178-27-7298) hase-c@hachinohe-ct.ac.jp 

〇  33 山本    歩 (0178-27-7291) yamamoto-c@hachinohe-ct.ac.jp 

  34 川口  恵未 (0178-27-7434) kawaguchi-c@hachinohe-ct.ac.jp 

  46 小船茉理奈 (0178-27-7295) kobune-c@hachinohe-ct.ac.jp 

◎ Z 11 南    将人 (0178-27-7310) minami-z@hachinohe-ct.ac.jp 

  12 藤原  広和 (0178-27-7311) fujiwara-z@hachinohe-ct.ac.jp 

〇  17 庭瀬 一仁 (0178-27-7307） niwase-z@hachinohe-ct.ac.jp 

  26 河村めぐみ (0178-27-7231) kawamura-o@hachinohe-ct.ac.jp 

  29 澤野 太地 (0178-27-7234) sawano-o@hachinohe-ct.ac.jp  
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◎ 評議員に関する補足事項 

※ C4大前利夫さん(ご逝去)、C12沼館秀廣と C48松橋美寿々さんから辞退希望あり、後任として令和

４年４月から C15犹守光義さん、C43髙谷麻美さん、C49奥村奈央子が評議員に就任。 

※ 事務局 E12工藤憲昌さん、E12松橋信明さんが定年退職、令和４年４月から南將人さんが事務局長

に就任。C46小船茉理奈さん、Z26河村めぐみさんが事務局に加入。 

※ E5細越淳一さんから辞退希望あり、後任として令和 5年 4月から E5尾崎幸雄さんを予定してい

る。 

※ Z5有馬正史さん、M14 能登金文から辞退希望あり。 

※ 以下４名、メール不通かつ住所不明 

M5船木、M9村田、C34赤澤、C43畑中  

※ 以下３名、メール不通のため郵送にて連絡したが返信なし 

E32売井坂、E41高杉、Z31高杉 
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議案(6) その他                           

舘山会長 
 

(6)-1 会長、副会長の後任についての現状報告 

 

・現体制の当初メンバーである舘山、橋場、円子は既に在任期間 7年（2015～現在）が経過したこ

とから、新陳代謝を図るため次期総会における交代が望ましい。 

 

・選任にあたっては、同窓会運営の継続性を考えると、会長の後任は副会長から、副会長の後任は

理事もしくは評議員から選任されることが望ましい。 

 

・このため、会長（舘山）には瀧本副会長を候補としていたが、前回評議会において業務の関係か

ら、ここ数年はお受けするのは困難との申し出があり、後任会長の選任は難航している。 

 

・これを受け、次期会長の候補者について昨年 12 月の評議会後に情報交換を行い、評議員である

澤田様（Z5）に事務局から打診頂くことにしたが、本人から固く辞退したいとの回答があった。 

 

・なお、副会長（橋場氏、円子氏）の後任についても、現在、目途がたっていない。 

 

 →会長、副会長への自薦、推薦、役員の任期や後任の選定に関するご意見を伺いたい。 

 

 

 

 

 

 

 

  



14 

 

(6)-2 同窓会報 48 号（令和 4 年度） 発行計画 (案) 

A:記載内容  【】担当者 (ページは変動有り) 

【会報】 １：表紙の写真   -1- 

                    （案）国際寮？？？ 総務係が持ってる？？ 

【総務】  ２：会長挨拶（写真と原稿）   -2-  

                     写真、原稿 20字×40行程度の依頼 

【総務】 ３：校長挨拶（写真と原稿） -3-  

   写真、原稿 20字×40行程度の依頼 

【総務】 ４：支部会報告   -4～5-  

                     各支部長に対して「原稿依頼」を行う 

           写真、原稿 20字×20行程度の依頼 

【会報】 ５：私のお仕事紹介します -6- 

写真、原稿 20字×20行程度の依頼 ２名 

Ｍ科卒業生 ○○様 → 各コース事務局メンバーに依頼・選定 

Ｅ科卒業生 ○○様 → 各コース事務局メンバーに依頼・選定 

【会報】    ６：学内ニュース 

         ・定年退職教員紹介 -7~9- → R3担当者から依頼済み 

          Ｇ 教授 戸田山 みどり 先生  写真：未 原稿：済 

          Ｅ 教授 松橋 信明 先生    写真：済 原稿：済 

          Ｅ 教授 工藤 憲昌 先生    写真：未 原稿：未 

    写真、原稿 20字×20行程度の依頼 

・新任教員紹介 -10~11-   

Ｇ 特命准教授 小笠原 幸子 先生 

Ｇ 特命助教  東海林 恵子 先生 

Ｇ 特命助手  ガルブレス ハンナ 先生 

Ｍ 助 教   北川 広大 先生 

写真、原稿 20字×20行程度の依頼 

         ・令和 3年度後半～令和 4年度前半の校内ニュース -12- 

          ロボコン、プロコン、高専大会（地区・全国大会）、デザコンなど 

         ・令和３年度後半 各種大会日程等 -13- 

【会報】 ７：コースからのメッセージ -14～15-  

          各コース長に依頼 

          原稿 20字×20行程度 

【総務】 ８：令和 4年度 事務局短信 -16～17- 

・10年会費納入について 

         ・住所調査について 

         ・令和 4年度総会について 9月頃に実施するかも？？ 

 

B:日程 

原稿締切    ８月３１日（水） 

校    正    原稿受け取り次第随時 

HPへの掲載     ９月下旬に同窓会ＨＰに掲載 
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＜資料 1：同窓会会則＞ 

八 戸 工 業 高 等 専 門 学 校 同 窓 会 会 則 

 
昭和４３年 ３月１９日  制  定 (設立総会) 

昭和４９年１１月２３日 一部改正 (第２回総会) 

昭和５５年  ８月１４日  一部改正 (第 6回総会) 

昭和６１年１１月２９日 一部改正 (第 9回総会) 

平成  元年 ７月２２日  一部改正 (第 10回総会) 

平成 ６年１１月２６日  一部改正 (第 13回総会) 

平成１２年１２月 ２日  一部改正 (第 16回総会) 

平成１４年 ９月２１日  一部改正 (第 17回総会) 

平成２２年 ９月１１日  一部改正 (第 21回総会) 

平成３０年 ９月２２日  一部改正 (第 25回総会) 

 

 

 

第 1 章  総   則 

第1条  本会は、八戸工業高等専門学校同窓会

（通称：北辰会）と称する。 

第2条  本会は、会員相互の親睦を厚くし、学

術および工業の発展に寄与することを

目的とする。 

第3条  本会は、前条の目的を達成するため、

下記の事業を行う。 

１．会報および名簿の発行 

２．講演会、談話会その他の集会の開

催 

３．前各号の他、本会の目的を達成す

るため必要な事項 

第4条  本会は、本部を八戸市田面木字上野平

八戸工業高等専門学校内におき便宜の

地に支部を設けることができる。 

 

第 2 章  会   員 

第5条  本会会員は、次の３種とする。 

１．正会員   八戸工業高等専門学校本

科卒業生及び専攻科修了生 

２．準会員  八戸工業高等専門学校

及び専攻科に入学し途中退学した

者のうち入会を希望する者 

３．特別会員 八戸工業高等専門学校の

教官並びに評議会で推した者 

第６条 正会員及び準会員は 10 年会費として

10,000 円を納めるものとする。但し、

一時金（～29 歳で 30,000 円、30～39

歳で 25,000 円、40～49 歳で 20,000

円、50～59 歳で 15,000 円、60 歳以上

で 10,000 円）を納めた者は、その後の

会費を免除する。なお、特別会員は会

費を要しない。また、特別な事業を行

なう場合は、適宜臨時会費を徴収でき

る。 

 

第 3 章  役   員 

第7条  本会に、次の役員をおく。 

１．会  長         １名 

２．副会長         ５名以内 

３．理  事       ２０名以内 

４．評議員       若干名 

５．事務局長    1 名 

６．会 計     1 名 

７．監  査         ２名 

８．顧  問       若干名 

９．相談役       若干名 

第８条 評議員は正会員中より各科同数ずつ、

互選し、総会において承認を受ける。 

会長は評議員中より互選し、総会にお

いて承認を受ける。 

副会長および理事は評議員中より互選

する。 

事務局長、会計および監査は正会員中

より互選し、評議会において承認を受

ける。 

       顧問は特別会員の中から、会長が委嘱

する。 

相談役は、会長経験者の中から、会長が

委嘱する｡事務局は正会員中より互選
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し、事務局長が委嘱する。 

第9条  役員の任期は、２か年とする。ただし、

再任を妨げない。 

第10条  会長は本会を代表し、会務を統轄する。 

副会長は会長を補佐し、会長事故ある

時は職務を代行する。 

       理事は理事会を構成し、本会の収支決

算、経費予算、その他重要事項を審議す

る。 

事務局長及び事務局は会務を処理す

る。 

       会計は本会の会計に関する事務を行う。 

       監査は会計を監査する。 

       評議員は評議会を構成し、本会の会務

運営の指導監督、前年度の収支決算、本

年度の収支予算等を審査承認する。 

       顧問は会長の諮問に応ずる。 

    相談役は、重要事項について会長から

の相談に応ずる｡ 

第11条  役員は、評議会に理由を明記した辞任

届を提出し、評議会の承認を得て辞任

できる。 

第12条  役員は、評議会の決議および正会員の

３分の１以上の署名による罷免請求に

より、評議会の決議を経て解任できる。 

 

 

第 4 章  会   議 

第13条  会議は総会、評議会および理事会とす

る。 

第14条  総会は、通常総会、臨時総会とする。 

        通常総会は、原則として隔年毎にこれ

を開く。 

臨時総会は、次の場合に会長がこれ

を招集する。 

１．会長が必要と認めたとき 

２．評議会が必要と認めたとき 

３．正会員の３分の１以上から会議

の目的事項を示して、その開会を

請求したとき 

第15条  総会の目的、期日および場所は、会期

2 週間前にこれを全会員に通知しな

ければならない。 

        総会決議は、あらかじめ通知した事項

以外にわたることはできない。 

第16条  次の事項は、総会において承認を受

けなければならない。 

１．本会則の改訂に関する事項 

２．本会の存続に関する事項 

３．その他重要事項 

第17条  総会の決議は、出席正会員の過半数の

同意を必要とする。 

       正会員は書面をもって総会における議

決権、および選挙権の行使を他の正会

員に委任することができる。 

第18条  評議会は評議員で構成し下記の事項を

審査・承認する。 

１．前年度事業報告、前年度収支決算 

２．本年度事業計画、本年度収支予算 

３．基本財産の処理、および普通財産

の基本財産への編入 

４．その他、会長および理事会の要求

による事項 

議決は、出席評議員の過半数の同意を

必要とする。 

評議員は書面をもって議決、選挙権の 

行使を他の評議員に委任することがで

きる。 

第19条  評議会は、原則として毎年これを開く

他、次の場合において会長が招集する。 

１．会長および理事会が必要と認め

たとき 

２．監査が必要と認め、その開会を

要求したとき 

３．評議会の過半数が会議の目的事

項を示し、その開会を請求したと

き 

第20条  理事会は会長、副会長、理事で構成し、

事業実績、事業計画、決算、予算等を

審議するとともに、通常会務を議決す

る。 

        議決は出席者の過半数の同意を必要

とする。 

第21条  会計および監査は、評議会並びに理事

会に出席し、発言することができる。 

 

第 5 章  資産および会計 

第22条  本会の会計年度は、毎年 4 月 1 日に始

まり、翌年 3 月末日に終わる。 

第23条  本会の資産は、寄付金、会費、その他

の収入をもってそれにあてる。 

第24条  本会の資産は、普通財産および基本財

産に分類し、基本財産への編入は評議

会の議決を経なければならない。 

第25条  本会の基本財産または、重要な財産を

処分する場合は、総会の議決によらな
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ければならない。 

第26条  資産の管理方法は、評議会の決議を要

する。 

 

第６章  個人情報規定 

第27条  同窓会は、氏名及び住所などの個人情

報を収集・保管し、第 3 条に規定され

ている各種事業のために使用する。個

人情報の収集・保管は「個人情報の保

護に関する法律」に基づき適切に管理

をする。 

第28条  同窓会会員名簿等の個人情報の不正

利用は、不正利用者の同窓会からの

除名処分を含めて厳正に対処する。 
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支 部 規 定 

 

昭和 43年 3月 19日 制定（設立総会） 

昭和 49年 11月 23日 一部改正(第 2回総

会） 

平成 元年 7月 23日 一部改正(第 10回総

会） 

平成 30年 9月 22日  一部改正(第 25回総

会) 

 

第１条 本会に次の支部をおく。 

１．東北支部 

２．関東支部 

３．関西支部 

第２条 評議員中より支部長を互選する。 

第３条 支部長は支部を代表し支部の会務を

統括するとともに、会長の求めに応じて

理事会に出席する。 

第４条 支部ごとに細則を設けることを妨げ

ない。 

第５条 各支部は本部と独立の会計を行なう

ものとする。ただし、本部は理事会の決

議を経て支部に補助金、または返還金を

交付することができる。 

第６条 支部長は活動状況、会計等を会長に報

告しなければならない。 

 

集会助成金の支給に関する内規 

 

１．会則第３条２項に定める集会（講演会、

談話会、クラス会、職域集会、学科集会な

ど同窓会員が開催する集会）への活動助成

金として、10 名以上の集会に対し、年 1

回、2 万円を上限に参加者数×千円を支給

する。 

２．集会助成金を受ける場合には、当該集会

の名称、代表者、参加者リスト、連絡先な

どを所定の書式に記載し、同窓会事務局に

届出なければならない。【助成金申請用

紙】：別途、準備 

３．活動助成金の支給は、ＨＰ掲載を兼ねた

所定の報告書が提出された後、事務局にて

審査のうえ事務局長がこれを決定する。

【HP 掲載報告書書式】：別途、準備 

４．本内規の改廃は、理事会の決議を必要と

する。 

 

附則 本規定は、平成 30 年 9 月 22 日(第 25

回総会)から運用する。 

 

八戸工業高等専門学校同窓会旅費規定 

   

昭和 55年 8月 14日 制定(第 6回総会) 

  昭和 61年 11月 29日 一部改正(第 9回総会) 

 

第１条 八戸工業高等専門学校同窓会（以下同

窓会と称する）の出張に関する費用は、

本規定の定めるところによる。 

第２条 本規定は同窓会用務のために、会長の

命による出張に適用される。 

第３条 旅費の種類は鉄道賃、船賃、航空賃、

宿泊料とし、第４条より第９条までの

規定に基づいて旅費を支給する。 

第４条 旅費は原則として順路によって計算す

る。ただし、特別の事情がある場合は、

実際に経由した行路による。 

第５条 (1)鉄道賃は、鉄道旅行について路程に

応じ旅客運賃等により支給する。ただ

し、乗車距離が片道２００キロメート

ル以下で、急行列車運転区間について

は、急行料金を、片道２００キロメート

ルを越える特急運転区間については、

特急料金をそれぞれ加算して支給する。 

(2)寝台車利用の場合は、寝台料金を運

賃に加算して支給する。 

第6条  船賃は実費額を支給する。 

第7条  航空賃は実費額を支給する。ただし、会

長がこれを認めた場合に限る。 

第8条  宿泊料は旅館等宿泊施設を利用した場

合、実費支給とする。 

第9条  会長が必要と認めた場合は、本規定に

定める金額を超えて支給することがで

きる。 

      ただし、その場合は、評議会に報告し承

認を受けるものとする。 

第10条 本規定の改廃は評議会の決議を必要と

する。 
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＜資料２：出席者一覧＞ 
総務担当 釜谷 

 

理事・評議員名簿【令和４年理事会・評議会の参加者】 

計 37/53 名（参加 14 名、委任状参加 23 名） 

氏  名 参加 
委任状 
参加 

 
氏  名 参加 

委任状 
参加 

Ｍ 

M 5 橋場  寛    

Ｃ 

C 5 大久保 惠 ◎  

M 5 船木 貢二    C15 犹守 光義 ◎  

M 9 村田 明彦    C16 米塚 弘敏  ○ 

M 9 山本 喜之  ○  C18 兎内 辰夫  ○ 

M10 赤垣 友治 ◎   C23 大坂 弘二  ○ 

M14 能登 金文   ○  C24 林崎 公彦 ◎  

M19 最上 裕治   ○  C27 榎本  潮  ○ 

M21 平尾 信之  ○  C33 山本  歩 ◎  

M22 黒沢 忠輝   ○  C34 赤澤 敏樹   

M28 川﨑 孝悟   ○  C42 坂本 翔太 ◎  

M29 村井  博 ◎   C43 髙谷 麻美 ◎  

M32 小野耕太郎  ○  C43 畑中ひとみ   

M35 宮川  卓    C49 奥村 奈央子 ◎  

小 計 ２ ７  小 計  ７ ４ 

Ｅ 

E 4 坂上 福松    

Ｚ 

Z 5 有馬 正史  ○ 

E 5 細越 淳一  ○  Z 5 澤田美智明  ○ 

E 8 戸田 和孝 ◎   Z 6 大木 英人  ○ 

E 8 吉田 勝晴  ○  Z 6 舘山  勝 ◎  

E10 大久保博祥 ◎   Z 7 大久保光芳   

E12 松橋 信明  ○  Z 7 円子 徳通  ○ 

E13 淡路 浩志    Z11 葛西 太生  ○ 

E18 瀧本 一男 ◎   Z13 北城 祐司 ◎  

E22 荒沢 義博    Z14 北山 一衛   

E28 石渡 康司  ○  Z19 大川  需   

E32 売井坂常幸    Z20 荒谷 裕志  ○ 

E37 馬場 拓美  ○  Z28 吉田 智成   

E41 高杉 智久    Z31 高杉  奨   

    Z31 山道 泰隆  ○ 

小 計 ３ ５  小 計  ２ ７ 

 

 

 

事務

局 

M41 田口 恭輔 ◎ 

E12 工藤 憲昌 ◎ 

E19 釜谷 博行 ◎ 

C33 山本  歩 
（評議員でカウン

ト済） 

Z11 南  将人 ◎ 

Z17 庭瀬 一仁 ◎ 

小 計  ５ 


